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「宣言書」年代従来の見解

1917（大正6）年説の根拠ト「金子直吉伝
（50年刊）に転戦された宣言書は、日付の

に「大正六年」と加筆されている。宣言書
所有し、伝記発刊に携わった高畑誠一氏に
るとみられへ　同氏は自伝「私の履歴書」（
年連載）でも、同年の着信と記述。桂芳男
神戸大教授の「総合商社の源流　鈴木商店
（77年刊）、城山三郎氏の小説「鼠」（66

刊）などで－一般イヒしている。

1916（大正5）年配もト「松方・金子物語」（

年刊）は、浅田長平・神戸製鋼所会長（当時）
18年に高畑氏をロンドン支店に訪ねた回想
「天下三分の計」を収録。宣言書を託された

川実三郎氏のロンドン派遣を16年と記し、
書掲載の宣言書の写真説明も同年とする。
島高明氏は「大番頭　金子直吉」（2013年］
で、開戦3年後の17年執筆では、号令のタ
ミングが遅すぎると疑問視。浅田氏の回想
根拠に16年との見解を示している。

囲砂麗鷲て轢。（謹先業諜…
頭金：子直吉の体借りで、樟脳（しょうのう）
鍵岡、製と粉などに事業を多角イヒ。1917年に
貿易年商15億4千万円に達し、三井物産を
のいだとされる。18年に粘騒動のあおりで
店力ゞ焼き打ちに適時＼、金融悪郎蒲下の27（曙
2）年に砿孫定。興亡を描いた玉岡かおる氏
／」ヽ説「お家さん」（2007年）は隻誌台やテレ
ドラマにもなった。サイト「鈴木商店言己念館
がSOB会の辰巳会により運営されている。
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主務
斎藤尚文教輸

芦屋高・斎藤教諭が船舶事業から検証 

「1915年執筆」年商首位の2年前

両
財
閥
を
射
程
に
据
え
て
大
番
頭
金
子
直
吉
（
1
8
6
6
～
1
9
4
4
年
）
の
発
し
た

大
号
令
「
天
下
三
分
の
宣
言
書
」
が
定
説
の
2
年
前
、
1
9
1
5
（
大
正
4
）
年
に
書

か
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
、
斎
藤
尚
文
・
兵
庫
県
立
芦
屋
高
校
教
諭
（
5
2
）
が
明
ら
か

に
し
た
。
鈴
木
商
店
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
有
名
な
資
料
だ
が
、
1
7
年
に
貿
易
年
商

首
位
と
な
っ
た
絶
頂
期
と
結
び
つ
け
る
従
来
の
解
釈
に
、
再
考
を
促
し
て
い
る
。

（
田
中
真
治
）

鈴
木
商
店
文
書

定
説
年
代
覆
す

S
原
本
は
日
付
の
み

宣
言
書
は
、
高
畑
誠
一
ロ
ン
ド

ン
支
店
長
ら
に
苑
て
た
長
さ
6
㍍

を
超
え
る
巻
紙
の
書
簡
で
、
1
4
年

開
戦
の
第
1
次
世
界
大
戦
を
受
け

て
、
I
商
品
需
給
の
調
査
な
ど
を
指

示
。
「
此
戦
乱
の
変
遷
を
利
用
し

大
儲
け
を
為
し
三
井
三
菱
を
圧
倒

す
る
や
響
ざ
る
も
馨
窪

ん
で
天
下
を
三
分
す
る
平
、
是
鈴

木
商
店
全
員
の
理
想
と
す
る
所

也
」
と
意
気
込
む
終
盤
の
文
面
が

名
称
の
由
来
で
、
社
員
の
士
気
を

高
め
た
と
さ
れ
る
。
原
本
に
は
「
十

一
月
一
日
」
と
日
付
し
か
記
さ
れ

て
い
な
い
。

S
事
業
状
況
と
矛
盾

斎
藤
教
諭
は
鈴
木
商
店
の
台
湾

で
の
事
業
展
開
を
研
究
。
船
舶
事

業
の
調
査
過
程
で
、
重
量
日
の
「
帝

1
1
月
l
日
付
の
「
天
下
三
分
の
宣
言
書
」
。
小
川
実
三

郎
氏
が
神
戸
出
発
の
朝
、
須
磨
の
金
子
直
吉
宅
を
訪

れ
た
際
に
し
た
た
め
ら
れ
た
と
い
う
（
鈴
木
商
店
記

念
館
提
供
）

国
丸
は
他
に
売
却
（
明
年
七
月
六

十
五
万
円
に
て
）
せ
り
、
続
い
て

報
国
丸
の
又
売
ら
ん
と
す
」
と
い

う
藁
方
針
を
示
す
文
面
に
注
目

した。斎
藤
教
諭
に
よ
る
と
、
両
船
は

鈴
木
商
店
が
撃
止
し
た
南
満
洲
汽

船
の
所
有
で
、
帝
国
丸
は
1
6
年
に

売
却
、
報
国
丸
は
1
5
年
1
2
月
に
行

方
不
明
と
な
っ
た
こ
と
が
当
時
の

船
籍
資
料
な
ど
か
ら
判
明
。
宣
言

書
が
定
説
の
1
7
年
に
書
か
れ
た
と

す
れ
ば
、
つ
じ
っ
ま
が
合
わ
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

英
米
の
鉄
供
給
見
通
し
を
尋
ね

る
文
面
か
ら
は
、
英
国
が
1
6
年
、

米
国
が
1
7
年
に
鉄
の
禁
輸
措
置
を

取
っ
て
い
る
た
め
、
1
7
年
の
執
筆

で
は
矛
盾
が
生
じ
そ
し
と
を
確

認
。
墓
一
書
を
高
畑
氏
に
届
け
た

社
員
、
小
川
実
三
郎
氏
の
ロ
ン
ド

鏡
擢
輩
諌

3
号
へ
の
同
氏
の
寄
稿
か
ら
明
ら

か
に
な
り
、
1
5
年
の
執
筆
と
結
論

づ
け
た
。

鵜
事
業
拡
大
の
時
期

－
鈴
木
商
店
は
開
戦
の
年
の
日

月
、
一
斉
買
い
出
動
で
巨
利
を
得

た
。
宣
言
昌
一
は
そ
の
約
1
年
後
、

「
事
業
拡
大
へ
向
か
う
時
期
に
、

三
井
、
三
菱
と
の
決
戦
を
想
定
し
、

ロ
ン
ド
ン
支
店
を
鼓
舞
す
る
目
的

で
発
し
た
」
と
斎
藤
教
諭
は
位
置

づ
け
る
。

ま
た
「
婁
一
塁
屡
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
に
捉
え
ら
れ
る
あ
ま
り
、
文
面

が
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
」
と
、

鈴
木
商
店
の
学
術
的
研
究
の
遅
れ

を
指
摘
。
伝
記
や
回
想
談
の
裏
付

け
作
業
、
「
た
つ
み
」
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
の
必
要
性
な
ど
を
提
起

し
て
い
る
。


